（様式15）

設立後２年間の事業計画
　　初年度（平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日：（注）か月）

（注）　初年度の期間が６か月未満の場合は、事業計画、予算書、職員給与内訳を３か年分作成して下さい。

　　次年度（平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日）

〈記入例〉

（様式１５）

設立後２年間の事業計画
　　初年度（平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日：　　か月）

　法人設立後、初年度は法人としての形態を整備するとともに、医療内容の充実を図り、診療収入を増大させるための諸策を講ずる。

１　消毒器の購入　　　（　500千円）

　　次年度（平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日）

　初年度に引き続き、医療内容の向上に意を注ぐとともに、エックス線室の改築を行う。また、患者の増大が見込まれるので、医師を一人採用する。

１　エックス線室の改築（　2,000千円）

２　職員採用計画　　　（　6,000千円）

　　　　上記の資金は、自己資金で賄う。

記入上の注意

１　年度ごとに当該年度に行おうとする事業について、次事項を箇条書きにし、予定額を（　　）書してください。

　①　施設設備（建物の増改築等）計画　　③　職員採用計画　　⑤　その他

　②　医療機器等の物品購入計画　　　　　④　収支見込み

２　上記の事業計画は、予算書（様式16）の内容と一致します。必ず計上してください。

３　職員採用計画で増員等とした場合は、（様式18）の人員数に反映させてください。

４　初年度の期間が６か月未満の場合は、事業計画、予算書、職員給与内訳を３か年分作成して下さい。
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